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首 藤 清音

275kV70,000kVA Transformer

Narude HydraulicPower Station o董KansaiDenryoku Company

By KiyosbiSbudo

HitachiWorks,Hi七adhi,Ltd.

Abstract

Two sets of275kV70,000kVA Transformer havebeenmanufacturedbyHitachi,

Ltd.recently･Thesetransformersareinstalled at the Narude Hydraulic Power

Station of KansaiDenryoku Co.,Whichis one of the sending endof the275trans-

missionline(Shinhokuriku Line).The275kV transmissionisthefirst plan and

our products are thefirst275kV transformerinJapan･

They havemanyexce11ent features･Not only they aredesigned with veryhigh

efBciency,but also allthefigures very compact from the economicalstand point

of both materials and spaces,utelizing the solidly grounded ne11tral.

Theline terminals of275kVwindings arelead out from the middle points of

windings andtheneutralfrom thetop and thelowest points,uSing upper and

lower partsin para11el.By thisway,theinsulatingmethod of275kVwindings

is much simp】ified.

As theinsulation,adequate for275kV,is required only at themiddle points of

the windings,the tanks are designed soasto belarge at themiddle point and

smallat the upper andlower parts,aS Shownin Fig.5.Thenitrogengasfi1ledoil

COnSerVatOris stuated partly at the top of the tanks and partly at the bottom,

utelizingtheiddle spaces of the tanks.

The tanksis transportedin severalpieces,but totally welded except manholes

and valevs after being constracted at the power station.

[Ⅰ]

我国に於ける230kV

十飴年を経過した今日､

に於いて､一躍275kV

ほ､故国電力界の飛

りである｡

緒 言

送電がはJ虻て計蓋されて以来

開封電力株式台祀の新北陸幹線

迭竃のノ直視をみるに至ったこと

の一表徴とLて､同慶の至

日立製作祈に於ては､此の遠雷端､成出襲 祈に据付

けられる､275kV 70,000kVA 避昇欒匪器2毒を受託

L昭和26年8月好成琵裡に､工場1･こ於ける立合試除を

完了Lた｡

日立製作祈日立コニ場

昭和十年以来､満洲及び朝鮮に多数の230kV欒歴譜

を納入Lたが､我国内に於いては､現在迄は161kVを

最高としており､一躍275kVが賓現することとなった

のである｡日立製作隣に於いて今岡完成した此の欒匪希

は､攻囲に於ける最初の275kV欒陛腰であり､今後の

電力界に罵要な役割を演ずることとなるものである｡

日立製作所とLては､最初の275kV欒匪器で奉り､

日.､中匪が154kV と云う高電直の特殊欒匪券なるため

設計製作にほ､特別の考慮を梯った｡以下此の攣匪器の

概要を紹介する｡

木津の仕様ほ下記の通りである｡

一次154kV
50,000kVA ⊥
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賃1固 275kV70,000kVA 鷹番中 身

Fig.1.Innerbodyof275kV7O,000kVATransformer

二次 275-262.5-250kV 70,000kVA 人

三次11kV 40,000kVA △

三相 60サイクル 迭泊水冷式 内線塾

二寒中性黙直接接地

j隠重量
239t 油量70,000立

床面積 7,78mx5.4m(冷却器不含)高さ 7.6m

能率154kV/275kV 50,000kVA 基準で 99.24%

第1園及び第2圏･は､中身及 観外び 眞である｡

特殊仕様とLて下記がある｡

1∴20%の過陶磁にて使用可能のこと｡

2･二次線路端子の絶縁試験電匪こよ交流460kVl分､

衝撃 藍全波1,050kV,裁断波1,210kV,

交流 70kV.1分､衝撃

230kV

璽全波 200kV,

[Ⅱ]中 身 構

高性能と､20ヲ石の退職践と云う負

達

中性患与:よ

裁断汲

乃重い性能を要

求されてム巧､.文中挺154kVと云う撃墜韓:よ､我国に

於いては例がなく細心の注意を以って設計した｡

文中性粘直接接地方式は､攻囲最初の方式であるが､

此の特長を高度に利用する方法を種々折究の 果､275

kV線路端子を巻線の中央におき上年分と下平分線輪を

並列とLて､接地端子を上下の瞳鏡側におくと云う特殊

な設計を採用した｡

元来､至純稼の場合の様に､上下巻線端の執し叉:王他

巻線に対する絶縁㍑､.275kVともなれば､甚しく複雑

第2樹 275kV70,000kVA欒 磨 券

15′り275-262.5-250/11kV3相送油水冷式

Fig.2.275kV70,000kVA Transformer.

154/275-262.5-250/11kV three phase
Forced-Oil,Water-COOled

で､柁緑園筒とL塾相称リングとの組合せを必要とする

が､此の構造によれば､巻線の上下端でほ乳こ中性粘相

雷の絶棟でよいので､頗る簡単となり又最も高い縄榛を

必要とする中央部に於いては､他巻線に封しては単に数

個の､縄徴筒を二㌢ごくのみでよく､外部の外商iこ封しては

必要な柁繚距離をとればよいので構造至って簡撃とな

∵､

又欒墜誅巻線に最も脅威を興える､衝撃 匪襲来の場

危分布も著しく改善される｡即ち巻線に衝撃電陛…

が印加された場合の､印加醗時に於ける封鞄

α=≠′÷なるその

位分･布ほ

墜誰固有の常数により定り､第3

圏の如きものとたる､≠卦こCは巻線の封地番 容量であ

りたは直列静電容量である｡線路端子を巻線の中央にと

れば線路の端子と接地端子間の巻線が2組並列の形とな

り電位分布:こその一組について考えればよく､他の一組

､
L
(隠同

ノ
l
＼全

J℃
る一組の巻愚泉の 電容量は普通に行

われる如く､硯路端子を巻線上部に他を下部にこねいたも

のに比較すれば､ほぼ1/2となりたほ1乃至2倍と克ろ

みでαは./12乃至三となる､第3固を見ればわか
る､通り､αの小ノなる程､衝撃電壁印加

布こま直線こ近ずき)

時の対地電位分

壁…印加端二於ける､電位集中の程

匿は少く.王り､内部振動を減じ､柁微上の安全性を増す
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第3固

Fig.3.

ノ汐
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琴線畏(ナノ(%)

衝撃電歴印加時の巻線電位分布

TheInitialVoltage Distribu七ion

along the Winding when the

Impulse Voltageis applied

わけである｡.

次に高中匪間の絶縁に関Lては､巻線の中央部で､

275kV相嘗､巻線の上下端で154kV和宮の相接でよ

いわけであるが､構造上､相互間の絶縁拒離ほ､巻線の

全鰹に捗って同一とL､上下端に於いて､柁繚距離に飴

裕を生ぜしめ､此の基間を利用Lて､154kV巻線の

蔽を行った｡275kV巻線の 蔽は､巻線中央部､即ち

旗終端子附近の巻線の外側iこ坂付けた｡

次に275kV巻線のタップは中性報酬､即ち巻線の上

下両端につけた｡此の方法は此の奄税構造iこ於いてのみ

可蘭である｡此のため調比装置の招徴は中性瓢縄蕨と同

一でよく､三相を1偶の調比装置で切換可饉の構造とす

ることが出来た｡

[Ⅲ]套 管

套管は全部密閉型を採用してある｡普 の抽入型奈管

では､温度欒化による､油の膨脹､収縮に伴って室気を

呼吸し 気が侵入Lて池劣化の原因となるので外部から

ほ､全然呼吸をLない様にし､泊の膨脹､収縮に対して

G･ま､その分を攣墜詮本姓の油を中心管を通じて､吸入又

ほ排出する方式とLてあるたポ)､外気侵入の心配はな
l
＼し＼0

[Ⅳ]外 函 構

外函の設計に雷っては､巻線及び 管等との絶複距離

の合理的な設計による､油量の減少を特こ心掛けた｡即

ち前節に述べた様に､巻鯨中央部の五､275kV相常の

裾線を行えばよいので､第5圏(攻貢参照)に示す様に､

巻線と外面との絶縁距離もこれに暦ずる如くし､外函中

壁 器

央は出張り上▼~Fは狭ふ〕L二)れた形と

なって居る｡

二し蛮管ユ下部端子が､巻線端子に

直iこ桜紙出来る様に外函の側面に

二吸付け､外函の容積を極力､少か

らし.める様に心掛けると共･iこ､制

限寸法高さ7.6m内に椚まる様

に設計されている｡

コソサーべ【タ←は軍素瓦斯封

入型(1)であり､三室に分けられて

いるが､攣匪語本軌こ通じる第一

室は外函の上におかれ､普通のコ

ソサ【べ←∵グーと同じ様な役目を

させてあるが､ 二及び第三の室

ほ外函下部の刑部を利用して置

き､保守､鞘検に優ならL♂)てあ

る｡

外函の設計で特に苦心Lたの

法及び現地での組立刀

法である｡従来の大型撃匪許の外

函は輪切り方向に数個に分割Lて

輸逢するのが普通であったが､此

の欒匪語ではそれだけでは､圏域

の輸逢隈界内に椚まらぬため､縦

方向にも分割を飴儀なくされた｡

即ち上部蓋､上苦臥中部及び下部

外函の4個に輪切り方向に分割す

ると共に､下部を除き他･ま縦方向

iこも分割して

917

第4固 275kV

管

Fig.4.275kV

Busbing

逢せぎるを得ないため､工場試険終了後

これらを縦方向にガス切を行った｡輪切り方向は普通の

様にフランヂで胆ぐ方法であるが､これも工場試験のた

めの組立のときは､パッキングを入れて萬力で締付けた

が､現地では､全部熔接することとLた｡即ち現地組立

後は､マンホール､油の引出口､バルブ等を除き他は全

部熔接されて屠るので油洩れの心配は全然ない｡現地で

熔接の場合縦方向の熔接は組立前に行えるが､輪切り方

向の熔 は起重機の揚程の都合上組立前に行うことほ出

死ない0即ち中身組立後日身の外函内で乾燥を行い､乾

燥終了後､乾燥用加熱管を取り出してから熔接せねばな

らぬ､又熔接個所が相雷多い｡このため普通の手段では

中身を長時間外気に曝すこととなる｡これを避けるため

中身を外函内に 柄堤〕芸 の入らぬ状態においたまま熔接

をする必要があるので､第6圏(次頁参照)に示す如き

方法で此の熔接を行った｡即ちフランヂ部に耐熱性パッ

キングを入れて蔦力で締付けておき損気侵入を防止する



918 昭和26年11月 日 立

中
高
中
低
高
外
コ

＼
中臣側7■lソシソア 窒素イス 高圧剰丁/ノ･ノダ

/牽]ン右完ぞ▼＼-姦
l

飢＼!
l▲------■一一一=■

＼】

､とゝ･/′ノヶ
モ

臣側温称

圧巻線■トン

監蓋窪倣_′き‡
･･≡■岳l塾
ンヤーベーター＼
描J室)､､

濾呼吸

調節署)

Ⅶ打罰

Ⅷlmlli 臓

Ⅷ
l

L.…

榔竜i･;竃曇藷
ll,椚Ill

_8"比ll

Ⅷl
lll】 1

○

1

中 ○

さW碍W誉求隅≠準甑洞沢ミ珊嘩

第5固 70,000kVA単 座 器 棒 造 園

Fig.5.The Constraction of70,000kVA Transformer

帝6園 外 函 熔 接 法

Fig.6.The Method of Welding of

the Tank

ため､乾燥した窒素瓦斯を封入し､フランヂの外側を熔

接し釆二｡

第33巻 第11競

[Ⅴ]絶縁試験

交流電霞､衝撃 靂試瞼共に所定の試験電匪

で合格した｡275kV巻線の交流電匪試瞼に於

いては段祀練のため､誘導法による線路端子の

試験を施行したのであるが､そのやり方が､新

Lい方法なので紹介しておく､第7圏に示す様

に､低匪11kV 側から160サイクル 源で

電匪を加え､275kV 巻線の線路側二端子を接

地して､他の一端子の対地及び他柑端子に対す

る試験を行う方法である｡此の場合は中性粘の
一女､

封鞄 置は線路端子試験

路端子の試験

魔の1/3となる｡晩

駐値ほ(Ⅰ)葦に記Lた様に

460kV であるから 460/3=153kV となるの

で､中性粘の試験 嗟70kV より造に大であ

るが､他に通常な方法がないので此の方法によ

った｡したがって中性粘の絶縁は勿論これに筈

玄ない絶縁としてある｡他に通常な試験法がな

いために賃用上不必要に弓員い縄故限定をもたせ

ると云うことは､今後製造者と使用者との協力

によって打開すべき問題である｡

[Ⅵ]結 盲

275kV欒隆許は我国最初の製品であり､又

直接接地方式も我国に於いては劃期的な方式で

J次

(〟JルJ

被試顆端子

/

2)欠

(ガム紺) (/J4員〆)

第7固 275kV巻線の絶後試験法

Fig.7.The Method ofInsulation Tes七

of275kV Windings

ある｡この特色を生かした壁際静を製作すべく､蔦全の

努力を梯った｡重宝に無事試瞼も完了L､現地据付をなし､

今後の 力界に多大の寄輿をなすこととなったのほ､そ

の蘭に雷った老の此の上なき喜びである｡今後我国に於

ける275kV迭電は続々計著されることと思われるが､･

我々機器製作者とLては､これだけの成果で満足するこ
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となく､今後の製品に対してほ益々改良進歩を加えてゆ

き匿いと念摂する次第である｡

終りに此の 墜静の製作に雷り､並々ならぬ努力を置

ねられた､撃墜器部及び試験部の各位に深甚な感謝の意

を表する｡
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この蚤明は滑弧磁界を蔓箆生する磁極間隙内で

同定可動接燭子を開離するようにした磁気吹潤

装置付電路速断券に於て､磁気同路を形成する

銭心の一部を可劫磁心

となし､常時は磁気固

路に第二の空隙を有す

るも､電流線輪に過負

荷電流が流れ､前記可

動銭心を吸引すると､

可動接触子を揖持した

開閉腕に封する錠片の

周路銑錠が外れ､開閉

腕は早切りバネの張力

により開離作動を行

田 利 二大

気I通路の抵抗は急減し､磁極間隙を通る滑執政

束を魯大して､強力な電弧吹消作闇を行うこと

ができる｡

従来の渡斯界では磁

毒孟吹滑用電磁石と過負

荷引外用電磁石とは別

偶に設けていたが､こ

の黎明では南電磁石を

一個の電磁石で乗用し

莱:から､ 断碁の梼造

は小型緊矯となり､所

要資材を節減し得たも

のである｡この後明に

なる 斯宕酎ま､直接倒

ひ､同定可動接燭子が開離し､両按鰯子間に電弧

を引成する｡一方前記可動戟心の吸引により､

磁気旭路に於ける第二空隙が消去するため､磁

御希を装備した600V 級市内電車等に於ける

自動遮断者削て箕施し好評を博して屠る｡

(滑 川)
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